
“歯周病は治るのか？”
患者さんとの二人三脚による新しい治療スタイルを
確立するために必要な知識を網羅した待望の書！！
慢性疾患である歯周病の治療は，生涯を通じて
歯科医療者と患者さんの協力supportive periodontal 
therapy（SPT）が継続することになります．

　　　　　　　　　本書では，患者さんがバイオフィルムを
　　　　　　　　　 コントロールできる環境を作り出し，
歯周病をコントロールした多数の症例を提示して，感染症と
生活習慣病としての側面をもつ慢性疾患である歯周病
の基礎と臨床の実際を, 全身疾患との関連も含め
ビジュアルに解説しています．
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切り取り

（抜粋）

序章　歯周病は治るのか

1 歯周病は治るのか

2 治癒（治る）の定義

3 まだまだ少ない歯周治療の受診者数と今後の

　歯科医師数

4 歯周病患者の症例̶初診時の臨床データから
�C�A�S�E̶�1　軽度限局型慢性歯周炎患者に早期の
　　　　 歯周治療介入を行った症例
�C�A�S�E̶�2　歯周基本治療後にフラップ手術を行っ
　　　　 た症例
�C�A�S�E̶�3　歯周基本治療後に歯周組織再生療法を行
　　　　 った症例
�C�A�S�E̶�4　補綴処置前の処置として，歯周基本治
　　　　療後，歯周形成手術を行い補綴処置を

　　　　 行った症例
�C�A�S�E̶�5　著しい根分岐部病変を伴い保存不可 

能と思われた歯に徹底した病因除去

療法を行い長期に残存した症例
�C�A�S�E̶�6　抜歯の時期を考慮して矯正・補綴治療
　　　　を行った重度侵襲性歯周炎患者の症例

第1章　歯周病はなぜ慢性化するのか

1 ビジュアルストーリー

2 歯周組織破壊のメカニズム

3 多因子性疾患としての歯周病

4 慢性化を導くバイオロジー

第2章　
慢性疾患の構図からみた

　　　　歯周病の再発見

1 ビジュアルストーリー

2 慢性疾患とは何か

3 慢性炎症―慢性疾患の分子的共通基盤

4 自然炎症としての歯周病

5 血管の炎症からみる歯周病

6 ペリオドンタルメディシン再考

7 サイトカインを制御する～関節リウマチの治 

　療法から得るヒント

第3章　
病因診断に基づく

　　　　治療計画の立案

1 ビジュアルストーリー

2 病因論の変遷と病因の診断戦略

3 病因除去に向かうディレクション

コラムトピックス：歯肉炎の病態で来院させることの重要性

　　　　歯肉炎の放置は歯周炎へと進行していく
コラムトピックス：治療計画の立案について，私はこう考える

第4章　
病因が除去されなければ治ら

　　　 　ない―歯周病を治す方法論

1 ビジュアルストーリー

2 患者自身が行う主体的病因コントロール
コラムトピックス：8020運動の活用

3 プロフェッショナルによる病因除去
�C�A�S�E̶�1　軽度限局型慢性歯周炎患者に早期の
　　　　 歯周治療介入を行った症例
コラムトピックス：ブラキシズムへの対応

第5章　
基本治療の限界を超えた歯周組織

　　　　 の問題に，どのように対応するか？

1 ビジュアルストーリー
コラムトピックス：歯周治療において対処すべき歯周組織

　　　　の問題とは何か？

2 歯周基本治療後に残存した歯周ポケットへの対応
�C�A�S�E̶�2　歯周基本治療後にフラップ手術を行　
　　　　 った症例
�C�A�S�E̶�3　歯周基本治療後に歯周組織再生療法を行
　　　　 った症例
コラムトピックス：炎症性歯周ポケット上皮の取り扱い　

　　　　～歯周ポケット掻爬術を再考する

3 歯周組織の形態的問題への対応
�C�A�S�E̶�4　補綴処置前の処置として，歯周基本治
　　　　療後，歯周形成手術を行い補綴処置を

　　　　 行った症例

第6章　その歯は抜くべきか？

1 ビジュアルストーリー

2 抜歯基準としての一提案
コラムトピックス：初診時での抜歯判断～本質的には「抜

　　　　くべき歯」はない
�C�A�S�E̶�5　著しい根分岐部病変を伴い保存不可
　　　　能と思われた歯に徹底した病因除去

　　　　 療法を行い長期に残存した症例
コラムトピックス：オーラルリハビリテーションの限界

　　　  ～歯の価値の多面的評価
�C�A�S�E̶�6　抜歯の時期を考慮して矯正・補綴治療
　　　　を行った重度侵襲性歯周炎患者の症例
コラムトピックス：歯周治療～抜歯の基準

　　　 抜歯基準について私はこう考える①
コラムトピックス：米国における抜歯基準

　　　 抜歯基準について私はこう考える②
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第7章　
治療？ 手入れ？ 健康維持の

　　　　ためのプロブレム・コントロール

1 ビジュアルストーリー

2 「健康管理」としてのメインテナンス，「治療

行為」としてのSPT～長期的な身体の変化に

対応する継続的加療

3 リコール間隔はどう決める？

　～evidenceに基づくリコール間隔の決定方法
コラムトピックス：再考，「治癒」4mm以上の歯周ポケットの

　　　　有無で判定される病状安定，治癒とは

最終章　生涯の主治医として 
1 治療スタンスのシフト

2 長期症例を振り返る̶治療結果と患者の声
�C�A�S�E̶�7　炎症性因子と外傷性因子の徹底した除去

により垂直性骨吸収（5遠心）の改善と全

顎にわたる付着の喪失を防いだ長期症例
�C�A�S�E̶�8　歯列不正の存在する症例に矯正処置
　　　　を施さず徹底した歯周基本治療で付

　　　　  着の喪失が防がれた長期症例
�C�A�S�E̶�9　広汎型侵襲性歯周炎で、歯周矯正およ
　　　　び歯周補綴まで行い4歯のみの抜歯で

　　　　 咬合を回復させた長期症例
�C�A�S�E̶�1�0　SPT期間中10年ほど家族の介護で不
　　　　 十分な口腔管理に対しPMTCで対応し

　　　　  た長期経過症例
�C�A�S�E̶�1�1　歯周基本治療後に下顎前歯部に口腔

前庭拡張術（Edlan-Mejchar法）を

行った長期経過症例
�C�A�S�E̶�1�2　歯の病的移動を伴う慢性歯周炎に対して
　　　　   歯周基本治療で対応した長期経過症例

3 国民は口腔の保健を守るための行動を起こす

　必要がある
コラムトピックス：口腔の健康とQOL～ニーズとディマンドの違い

4 おわりに～生涯の主治医として


